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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
事
の
な

い
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
皆

様
に
は
多
大
な
ご
心
労
を
お
か
け
致
し

ま
し
た
。

幸
い
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の

の
、
今
な
お
仮
設
住
宅
等
で
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
も
居

り
、
今
ど
の
よ
う
に
お
正
月
を
過
ご
さ

れ
て
居
ら
れ
る
か
案
じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
国
や
県
の
ご
支
援
の
も
と
、

地
す
べ
り
防
止
や
村
道
・
県
道
の
復
旧

の
め
ど
も
つ
き
、
地
元
住
民
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
全
面
復
旧

に
向
け
、
懸
命
に
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
今
年
は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か

け
て
、
吉
の
浦
火
力
発
電
所
の
本
格
着

工
と
、(

株)

サ
ン
エ
ー
中
城
店
の
オ
ー

プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
財

政
事
情
下
に
あ
っ
て
、
前
途
に
明
る
い

光
を
見
出
だ
す
思
い
で
心
待
ち
に
し
て

お
り
ま
す
。

本
村
は
現
在
、
千
人
当
た
り
の
人
口

増
加
率
が
県
下
で
第
一
位
に
あ
り
、
ま

た
児
童
生
徒
の
学
力
や
ス
ポ
ー
ツ
面
に

お
い
て
も
、
県
内
上
位
の
成
績
を
収
め

る
等
、
明
る
い
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。本

村
の
目
ざ
す
将
来
像
は
、「
豊
か

な
歴
史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園
文
化

村
」
で
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
人
材
育

成
は
も
と
よ
り
、
土
地
区
画
整
理
事
業

や
下
水
道
整
備
、
村
道
・
農
道
・
歴
史

の
道
等
の
継
続
事
業
の
他
、
中
城
城
跡

線
の
着
手
や
電
源
交
付
金
事
業
も
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

先
行
き
明
る
い
展
望
を
持
ち
な
が
ら

も
、
税
源
の
乏
し
い
本
村
は
、
国
の
構

造
改
革
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
一

層
の
行
財
政
改
革
を
迫
ら
れ
て
お
り
、

議
会
の
協
力
を
仰
ぎ
、
職
員
と
一
体
と

な
っ
て
、
村
民
の
負
託
に
応
え
て
行
く

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
の
土
砂
災
害
に
対
し
、
県
内

外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
心
温
ま
る
ご
支
援

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
平
成
十
九

年
が
本
村
に
と
っ
て
明
る
い
希
望
に
み

ち
た
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
合
わ
せ
て

村
民
各
位
の
御
繁
栄
を
祈
念
し
て
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
　
元
旦

中
城
村
長
　
新
垣
清
徳
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生
活
習
慣
病
を
始
め
と
す
る
多

く
の
病
気
は
日
頃
の
生
活
の
見
直

し
で
予
防
で
き
る
こ
と
か
ら
、
中

城
村
国
民
健
康
保
険
係
で
は
、
平

成
18
年
８
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３

ヶ
月
間
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

適
度
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
生
活
を
実
践
す
る
健
康
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
19
名
の
受
講
者
は
、

お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、

自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
、
ほ
と
ん
ど

の
参
加
者
で
体
重
、
腹
囲
、
体
力

年
齢
の
改
善
が
み
ら
れ
、
良
い
結

果
を
残
し
て
い
ま
す
。

体
重
、
腹
囲
の
改
善
は
内
臓
脂

肪
を
減
少
さ
せ
、
動
脈
硬
化
の
進

展
を
防
ぎ
心
筋
梗
塞
や
脳
血
管
疾

患
の
予
防
を
意
味
し
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
夕
食
を
早
め

に
取
る
よ
う
に
な
っ
た
、
お
酒
の

量
が
少
な
く
な
っ
た
、
生
活
が
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
中
心
に
な
っ
た
、
毎

日
の
生
活
に
張
り
が
で
き

た
、
体
重
が
減
っ
た
、
血
圧

が
下
が
っ
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
減
っ
た

な
ど
、
健
康
に
な
っ
た
と
い

う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。今

回
の
事
業
は
、
今
後
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
だ

け
で
な
く
、
生
活
の
質
を
高

め
周
囲
へ
の
波
及
効
果
も
期

待
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
19
年
度
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
受
講
者
は
健
診
結

果
で
決
定
し
ま
す
の
で
、
毎

年
健
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

自自
分分
にに
合合
っっ
たた

無無
理理
のの
なな
いい
健健
康康
づづ
くく
りり
をを

国民健康保険事業「中城ヘルスアップ教室」の結果 減量に成功!

100

120

80

60

40

20

体力年齢 へそまわり 体　重 

スタート時 

終了時 

14歳 
若返り 

－8.4 
cm

－4.4 
kg

体力年齢、へそまわり、体重の変化
（19名の平均）

12
月
16
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
多
年

に
わ
た
り
村
勢
の
発
展
と
村
民
の
福
祉
の

向
上
に
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
３
名
の

方
々
が
村
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。被

表
彰
者
を
代
表
し
て
新
垣
勇
さ
ん
は

「
今
後
も
中
城
村
の
発
展
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
３
名
で
す
。

仲
眞
良
範
さ
ん(

添
石)

平
成
６
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
村
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
を
務
め
る

泉
川
寛
治
さ
ん(

北
浜)

平
成
５
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
農
業
委
員

会
委
員
を
務
め
る

新
垣
勇
さ
ん(

和
宇
慶)

平
成
２
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
農
業
委
員

会
委
員
、
平
成
11
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で

は
会
長
も
務
め
る

平成18年度中城村功労者表彰式

▲前列左から新垣勇さん、泉川寛治さん、仲眞良範さん

＝健康づくりのポイント＝＝健康づくりのポイント＝

おいしく食べて
腹八分目

楽しく欠かさず
ほど良い運動

ぐっすり眠って
すっきり回復

禁煙・
適度な飲酒

歯の
定期検診

年に一回は
健康診査趣味と

レジャーで
気分転換
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国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町

村
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
は
、
１
年
間
に
納
付(

納
付

見
込
み
を
含
む)

し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

こ
の
「
社
会
保
険
料(

国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

(

ハ
ガ
キ)

が
、
社
会
保
険
庁

よ
り
11
月
初
旬
に
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
10
月
３

日
以
降
に
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19
年

２
月
上
旬
に
当
該
控
除
証
明

書
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と

し
て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付

し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除

対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申

告
の
手
続
き
の
際
は
必
ず
こ

の
証
明
書
や
領
収
書
を
添
付

し
て
下
さ
い
。

年年
末末
調調
整整
やや
確確
定定
申申
告告
にに
はは

社社
会会
保保
険険
料料
控控
除除
証証
明明
書書
をを

社会保険料(国民年金保険料)控除証
明書のお問い合せ・再発行について

◎控除証明書専用ダイヤル　
TEL ０５７０－００－９９１１
平日9:00～17:00、3月16日まで

◎コザ社会保険事務所
TEL ９３３－３４３７

「指定ごみ袋」「粗大ごみ処理券」
による家庭ごみの収集が始まります！

平成18年12月定例議会において、「中城村廃棄物の減
量化の推進及び適正処理に関する条例」が可決され、平
成19年4月1日から施行されることになります。
この条例は、村、事業者及び村民が一体となって廃棄
物の抑制並びに自己処理、リサイクル等により、廃棄物
の減量化を推進するとともに、適正に処理することによ
り、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることが目
的となっております。
条例では、村の責務、事業者の責務、村民の責務が明
確に規定されており、又、村は、一般廃棄物の排出者か
ら手数料を徴収することになっております。具体的には、
①ごみ袋は中城村指定の袋を使用すること、②粗大
ごみは処理券を貼って出すこと、③ごみを村の処理
施設へ自己搬入も可能となっています。
尚、村指定の袋及び処理券は村内のスーパー・商店・
コンビニ等で購入できます。ごみを自己搬入される方は
役場で支払いをして下さい。
手数料については以下のとおりです。

区　　分 手　数　料 

村が収集し、運搬し、
及び処分する廃棄
物のうち燃えるごみ
及び燃えないごみ 

村の指定するごみ袋１枚につき  
大　２０円  
中　１７円  
小　１５円 

村が収集し、運搬し、
及び処分する廃棄
物のうち、危険ごみ 

村の指定するごみ袋１枚につき  
中　１７円  
小　１５円 

村が収集し、運搬し、
及び処分する廃棄
物のうち粗大ごみ 

１個または１束につき(ただし、１
束の重量は概ね10kgとする)  
２００円 

自ら村の処理施設
へ搬入するごみ 

0.5トンまで　500円  
0 .5トンを超え1トン以下　
1,000円  
1トンを超える場合は、1トンに
つき1,000円加算する。(トン未
満の端数は切り上げとする)

【お問い合せ】 中城村役場住民生活課生活環境係　電話　８９５－２１３１

社
会
保
険
料
控
除
に

証
明
書
が
必
要
で
す

ご
家
族
の
保
険
料
も

納
め
て
い
る
方
は
？

Ｈ19年 
4月1日 
から 

※処理施設へ 

直接搬入も 

できます。 
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対　象　者 減額免除割合 必要な書類 

震災・風水害・火災等により、住宅・
又は家財に著しい損害をうけたこと。 

生計の主の収入が死亡、又は長期入院
により、著しく減少したこと。 

生計の主の収入が事業の休廃止、事業
における著しい損失、失業等により、
著しく減少したこと。 

生計の主の収入が天災による農作物の
不作、不漁等により、著しく減少した
こと。 

前年の所得額と損害の程度により
全額から1/8を減額。 

前年の所得額と所得の減少割合に
より1/2から1/8を減額。 

前年の所得額と所得の減少割合に
より1/2から1/8を減額。 

前年の所得額と農水産物の損失額（補
償額は除く）により5/10から
9/10を減額。 

消防署・警察署・保険会社からの
罹災証明書等 

医師の診断書 

休廃止していることを証明するに
たる書類、失業保険受給証明書 

不作・不漁等については、これを
証明するにたりる書類 

印鑑  
年金支給通知書等  
     （年金額が確認できるもの）  
被保険者の世帯全員の預金、貯金通帳  
有価証券  
身体障害者手帳  
加入している健康保険証  
ご本人及び世帯に働いている方がいる
場合は給与照明、また事業をしている
場合は所得の収支が確認できるもの  
資産評価証明書  
　(資産がない場合は無資産証明書)

保険料の半額、又は第１段階保険
料との差額を減額。 

その他、広域連合長が必要と認める者。
（生活保護基準に該当する場合） 

介護保険料が減免になります。
下記のいずれかに該当する方は、介護保険料減免になります。
※保険料の減額は承認後に変更となります。

【お問い合せ】
沖縄県介護保険広域連合　電話　９２１－７８０２
中城村役場福祉保険課　　電話　８９５－２１３１

廃
棄
物
の
焼
却
に
は
法
律
に
よ
る
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

基
準
に
従
わ
な
い
焼
却
に
は
厳
し
い
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
罰
則
は
３
年
以
下
の
懲
役
、
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

野
外
焼
却
は
、
煙
・
す
す
・
悪
臭
に
よ
り
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
有
害
物
質
発
生
の
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
野
外
焼
却
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
〉

村
役
場
住
民
生
活
課

電
話
　
８
９
５
ー
２
１
３
１
（
内
２
２
２
）

森
林
又
は
森
林
の
周
囲
１
km
の
範
囲
内
に
あ
る
土
地
に
お
い

て
火
入
れ
を
す
る
場
合
は
、
村
の
許
可
が
必
要
で
す
。（
森
林
法

第
21
条
及
び
中
城
村
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
）

許
可
の
受
け
ら
れ
る
火
入
れ
は
、
造
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら

え
、
開
墾
準
備
、
害
虫
駆
除
、
焼
畑
等
が
目
的
で
、
現
地
や
気

象
状
況
か
ら
延
焼
の
お
そ
れ
が
な
い
場
合
と
な
り
ま
す
。
10
日

前
ま
で
に
「
火
入
許
可
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
に
は
、
火
入
れ
す
る
土
地
の
現
況
・
期
間
・
目
的
・

方
法
・
防
火
の
体
制
・
責
任
者
等
を
記
入
し
、
見
取
図
や
他
人

の
土
地
で
あ
る
場
合
は
、
所
有
者
等
の
承
諾
書
を
添
え
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
火
入
れ
を
す
る
際
は
、
事
前
に
中
城
北
中
城
消
防
組

合
消
防
本
部
等
関
係
者
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
火
入
れ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
〉

村
役
場
建
設
経
済
課

電
話
　
８
９
５
ー
２
１
３
１
（
内
３
２
２
）

ご
み(

廃
棄
物)

と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
家
庭
用
焼
却
炉
や

野
外
で
燃
や
す
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

火
入
れ
を
す
る
場
合
に
は
村
の
許
可
が
必
要
で
す
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家 計 簿
　　（9月末現在）の財政状況

計歳出計歳出

258千円

           403千円
（35.5%）

消防費
予算現額
230,076千円

支出済額
140,000千円

公債費
予算現額
390,496千円

支出済額
135,450千円

教育費
予算現額

1,175,769千円

支出済額
601,070千円

土木費
予算現額

1,121,016千円

支出済額
122,800千円

その他
予算現額
400千円

支出済額
209千円

（52.3％）

（60.8％）

（11.0％）

（ ）内は執行率

中城村告示第15号
中城村の財政事情書の作成及び公表
に関する条例に基づく平成18年度上半
期の財政事情を別紙のとおり公表しま
す。

平成18年11月16日
中城村長　新垣清徳

中城村の財政事情の公表中城村の財政事情の公表
「財政公表」は、村の財政がどのよ
うに運営されているかを知っていただ
くために、年２回公表されるものです。
ここでは、村予算の歳入歳出執行状況
を中心に、村有財産の状況などが明ら
かにされています。
今後とも村民のみなさんの村政への

ご理解とご協力をお願い致します。

一般会計収入
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金　
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

計
予 算 額
収 入 比 率

742,447千円
61,217千円
879千円
893千円
338千円

64,435千円
5,212千円
6,790千円
25,897千円
914,621千円
1,054千円
1,102千円
29,346千円
35,081千円
28,281千円
409千円
0千円
0千円

371,969千円
12,872千円
65,300千円

2,368,143千円
5,481,255千円

43.2%

（収入済額）

（51.1％）

災害復旧費
予算現額
7,427千円

支出済額
2,187千円(29.4％）

（34.7％）
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議会費
予算現額
99,819千円

支出済額
51,537千円

総務費
予算現額
619,353千円

支出済額
247,330千円

民生費
予算現額

1,106,764千円

支出済額
356,740千円

衛生費
予算現額
485,888千円

支出済額
229,467千円

農林水産費
予算現額
240,799千円

支出済額
55,312千円

商工費
予算現額
3,451千円

支出済額
3,301千円

(51.6％）

（95.7％）

中 城 村 の
平成18年度上半期　　　

基 金 615,996千円

有価証券 3,798千円

出資等 112,238千円

土 地 292,638㎡

建 物 33,505㎡

■村有財産の状況

村の借金
6,174,481千円

一般会一般会
予算額

5,481,
支出済額

1,945,        

特別会計予算執行状況

（23.0％）

（47.2％）

（39.9％）

（32.2％）予算現額 収入済額 支出済額 執行率

770,188 700,076 39.0%

41.7%570,771640,9721,368,290

349,526 143,603 54,721 15.7%

（単位：千円）

国民健康
保険事業

老人保健
会　　計

土地区画
整理会計

下 水 道
会　　計

会計名

1,174,694

400.072

497,414 225,113 19.2%

40.1%

1,796,967

収益的
収入水

道
事
業

収益的
支出

資本的
収入

資本的
支出

390.001

95.001

155.099

160.505

0

127.736

12.176

32.8%

0%

7.9%
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「
久
場
の
祭
祀
復
活
」

中
城
村
の
各
ム
ラ
（
字
）
で
は
、
ム
ラ
の
安
泰

と
ム
ラ
人
の
健
康
を
祈
願
し
、
現
在
で
も
ウ
マ
チ

ー
や
綱
引
き
な
ど
の
村
落
祭
祀
が
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
久
場
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
、
ム

ラ
行
事
に
つ
い
て
門
中
の
宗
家
な
ど
を
中
心
に
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
ム
ラ
人
の
繁
栄
と
健
康
を
願

う
ム
ラ
の
祭
祀
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
要
望
が

強
く
な
り
、
今
年
か
ら
「
初
御
願
（
ハ
チ
ウ
ガ
ン
）」

を
初
め
と
す
る
祭
祀
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

回
は
、
こ
の
久
場
の
祭
祀
に
つ
い
て
、
昔
は

ど
の
よ
う
な
行
事
が
あ
り
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う

な
拝
所
が
拝
ま
れ
て
い
た
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て

久
場
の
年
配
の
方
々
を
中
心
に
尋
ね
て
み
ま
し

た
。

一
　
久
場
の
あ
ら
ま
し

琉
球
王
国
時
代
以
降
の
久
場
村
は
、
デ
ー
グ
ス

ク
（
台
城
）
を
頂
点
と
し
て
東
側
に
扇
状
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
グ
ス
ク
の
南
側
下
方
に
、

「
上
久
場
之
殿
」
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
か
つ

て
は
、
そ
こ
に
集
落(

古
代
高
地
性
集
落)

が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
周
辺
か
ら
は
、
青
磁
や
土
器
な

ど
が
採
取
さ
れ
遺
物
の
散
布
地
と
し
て
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
集
落
は
、
そ
の
後
次
第
に
東
側
（
現

在
の
土
地
区
画
整
理
区
域
）
へ
移
動
し
て
い
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
去
る
沖
縄
戦
で
米
軍
は
集
落
地
に
キ

ャ
ン
プ
（
キ
ャ
ン
プ
久
場
崎
）
を
設
営
し
、
地
上

戦
を
優
位
に
進
め
る
と
と
も
に
、
戦
後
も
引
き
続

き
米
軍
基
地
と
し
て
占
領
・
接
収
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
兵
舎
や
海
外
引
き
揚
げ
者
の
収
容
施
設
と

し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
米
人
学
校
（
ク
バ
サ

キ
　
ジ
ュ
ニ
ア
　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
戦
後
一
時
期
、
久
場
の
人
々
は
伊

舎
堂
や
添
石
の
親
戚
の
家
に
間
借
り
し
、
ま
た
敷

地
の
広
い
家
に
居
住
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
っ
た
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
ム
ラ
人
の
新
部
落
建
設
に
寄

せ
る
思
い
は
強
く
、
稲
子
原
（
久
場
）
を
開
拓
し

て
集
落
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
五
一
年

か
ら
移
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
の
強
い
意
志
で
建
設
さ
れ
た
集
落
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
集
落
内
の
道
幅
は
狭
く
、
万
一
火

災
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
も
消
防
車
が
入
れ
な

い
状
況
の
た
め
、
区
民
は
不
安
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
一
九
八
一
年
、
敗
戦

か
ら
三
十
五
年
経
て
、
よ
う
や
く
か
つ
て
の
集
落

地
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
区
画
整
理
事
業

が
進
め
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

一
九
八
七
年
に
、
久
場
崎
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
跡
に
あ

っ
た
村
火
の
神
、
久
場
五
神
村
神
（
世
主
・
国
・

按
司
・
嶽
・
村
神
）、
弥
勒(

ミ
ル
ク)

神
、
竜
宮
神

を
タ
ン
ト
ゥ
イ
ナ
ー
に
集
中
移
転
し
ま
し
た
。

二
　
久
場
の
ム
ラ
行
事

で
は
、
久
場
に
は
ど
の
よ
う
な
ム
ラ
行
事
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ハ
チ
ウ
ガ
ン
（
初
御
願
）
／
旧
一
月
二
日

正
月
に
は
、
ム
ラ
中
の
人
々
が
、
ム
ラ
の
ウ
フ

ガ
ー
（
大
井
戸
）
か
ら
、
水
を
汲
ん
で
来
て
（
若

水
）、
水
撫
で
を
し
ま
し
た
。
ウ
フ
ガ
ー
の
水
は
、

産
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー

（
井
戸
）
は
、
ム
ラ
の
共
同
井
戸
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
き
た
た
め
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た

カ
ー
と
し
て
拝
ま
れ
て
い
ま
す
。

第17号 
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ニ
ン
ガ
チ
パ
ー
パ
ー
／
旧
二
月
一
日

こ
の
行
事
は
、「
シ
マ
ク
サ
ラ
シ
」
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
集
落
に
ヤ
ナ
ム
ン
（
悪
疫
）
が
入

っ
て
こ
な
い
よ
う
に
、
牛
肉
を
お
供
え
し
、
ま
た

屠
殺
し
た
牛
の
血
を
ギ
キ
チ
ャ
ー
（
ゲ
ッ
キ
ツ
）

の
枝
葉
や
、
竹
な
ど
に
付
け
て
家
の
四
隅
に
差
し

て
厄
除
け
を
し
ま
し
た
。

ニ
ン
ガ
チ
パ
ー
パ
ー
で
使
う
牛
は
、
倶
楽
部

（
現
在
で
い
う
公
民
館
）
の
階
段
の
上
ま
で
登
ら

せ
て
、
海
岸
方
向
に
向
か
わ
せ
、
後
ろ
か
ら
突
き

落
と
し
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
て
牛
を
骨
折
さ

せ
、
そ
の
激
痛
で
立
つ
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
の

を
見
計
ら
っ
て
屠
殺
し
た
よ
う
で
す
。

戦
後
は
、
こ
の
よ
う
に
屠
殺
す
る
こ
と
は
な
く
、

ム
ラ
の
予
算
で
牛
肉
を
買
い
ま
し
た
。
そ
の
牛
の

肉
は
、
現
在
の
中
城
モ
ー
ル
の
後
方
で
炊
い
た
と

い
い
ま
す
。
そ
の
場
所
に
は
窪
み
が
あ
り
、
そ
れ

を
竈
と
し
て
利
用
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の

側
に
は
井
戸
が
あ
り
、
そ
こ
に
炊
い
た
肉
を
供
え

ま
し
た
。
そ
の
あ
た
り
は
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ウ
カ
ミ

「
竜
宮
の
神
」
と
言
わ
れ
、
池
（
下
の
ク
ム
イ
）

が
あ
り
ま
し
た
。
海
人
（
ウ
ミ
ン
チ
ュ
）
が
漁
を

終
え
て
海
か
ら
上
が
っ
て
来
た
と
き
に
、
手
足
を

洗
う
場
所
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ニ
ン
ガ
チ
パ
ー
パ
ー
の
日
は
、
み
ん
な
晴
れ
着

を
き
て
、
ム
ラ
中
が
正
月
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
っ
た

よ
う
で
す
。

ウ
マ
チ
ー
／
旧
二
月
・
五
月
・
六
月
十
五
日

ウ
マ
チ
ー
の
際
は
久
場
の
宗
家
で
祭
祀
の
中
心

と
な
っ
て
い
る
宇
栄
家
に
集
ま
り
、
各
家
庭
か
ら

持
っ
て
き
た
米
を
持
ち
寄
っ
て
、
そ
れ
ら
を
石
臼

で
ひ
き
、
ウ
ン
サ
ク
（
神
酒
）
を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
家
庭
か
ら
持
っ
て
き
た
急
須
に
分
け

ま
し
た
。

『
琉
球
国
由
来
記
』
に
よ
る
と
、
琉
球
王
国
時

代
の
久
場
ム
ラ
に
お
い
て
は
、
大
城
ノ
ロ
が
祭
祀

を
司
っ
て
お
り
、「
上
久
場
之
殿
」
と
「
上
門
根

所
」（
現
在
に
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
不
明
）
な
ど

が
拝
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
久
場
ノ
嶽
」
に
つ
い

て
は
、
ノ
ロ
は
拝
ま
な
い
が
、
ム
ラ
人
に
よ
っ
て

拝
ま
れ
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
バ
ー
ジ
ナ
（
子
供
綱
引
き
）

ム
ラ
の
メ
ン
ダ
カ
リ
（
前
方
）
と
ク
シ
ン
ダ
カ

リ
（
後
方
）
に
分
か
れ
、
郡
道
（
現
国
道
３
２
９

号
線
）
で
綱
を
引
き
、
大
人
た
ち
は
側
で
応
援
し

ま
し
た
。

当
時
の
久
場
で
は
、
稲
作
が
盛
ん
で
あ
っ
た
た

め
、
収
穫
が
終
わ
る
時
期
に
な
る
と
、
子
ど
も
た

ち
が
各
家
庭
を
ま
わ
り
ワ
ラ
を
集
め
て
、
綱
を
作

り
ま
し
た
。
ま
た
、
青
竹
に
習
字
紙
を
張
り
、
虎

の
絵
な
ど
を
描
い
た
灯
籠
を
作
り
、
綱
引
き
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

タ
ン
ト
ゥ
イ
（
種
子
取
）
／
旧
九
月
〜
十
月

こ
の
行
事
は
、
稲
種
子
を
蒔
く
種
お
ろ
し
の
日

の
行
事
で
す
。
種
蒔
き
を
し
た
後
、
ム
ラ
中
の
人

が
タ
ン
ト
ゥ
イ
ナ
ー
に
集
ま
り
、
角
力
大
会
な
ど

を
し
て
楽
し
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

様
々
な
苦
難
を
強
い
ら
れ
た
久
場
は
、
農
耕
地

も
狭
く
、
ま
た
地
形
に
も
恵
ま
れ
ず
農
業
だ
け
で

は
生
活
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
村
外
に
働
き
に

出
た
り
、
海
外
移
民
が
盛
ん
で
し
た
。
ま
た
、
勉

強
し
て
働
く
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
に

熱
心
で
師
範
学
校
な
ど
に
進
学
す
る
人
も
多
く
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
踊
り
や
、
ム

ラ
芝
居
を
す
る
よ
り
も
勤
労
に
励
み
な
さ
い
と
教

え
ら
れ
、
勤
労
精
神
が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

生
活
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
現
代
に
お
い
て

は
、
伝
統
的
な
祭
祀
が
消
滅
し
て
い
く
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
久
場
で
は
、
歴
史
的
苦
難
を
乗
り

越
え
、
ム
ラ
の
安
泰
と
ム
ラ
人
の
健
康
を
祈
願
し

て
、
か
つ
て
の
祭
祀
を
復
活
さ
せ
、
後
世
へ
受
け

継
ご
う
と
い
う
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

宮
城
早
綾
佳



県立泊高等学校通信制課程は、
毎週日曜日または月曜日にスクー
リング（面接授業）を受け、報告
課題（レポート）を提出して定期
考査を受け、単位を修得して普通
高校の卒業を目指す通信制課程で
す。
◎入学願書受付期間
〈転入・編入〉
平成19年1月24日～25日

〈一般・特別〉
平成19年2月14日～16日

【お問い合わせ】
沖縄県立泊高等学校通信制課程
電話　８６８－１２３７
ＦＡＸ　８６８－０６１８

特別募集とは、中学校卒業後事
情により高校へ進学できなかった
方に、高校教育を受ける機会を与
えるための制度です。
◎応募資格　
勤労者等で平成19年３月31日
現在で20歳以上の者
◎出願期間
平成19年2月5日、6日
9時～17時(※6日は16時まで）
◎入試期日
平成19年3月8日　13時から

【お問い合わせ】
コザ高等学校定時制課程
電話　９３７－３５６３

★特別募集生
出願資格
勤労者等で満20歳以上の者
（平成19年3月31日現在）
出願期間
平成19年2月5日・6日

9時～17時（6日は16時まで）
検査期日
平成19年3月8日　作文、面接
★編入学生
出願資格
高等学校を退学し、10単位以
上習得しているもの
受付期間
平成19年1月30日～2月1日(予定)
体験入学
平成19年2月8日～21日

【お問い合わせ】
中部農林高等学校定時制
電話　９７３－３５７８　

放送大学はテレビ・ラジオで授
業を行う通信制の大学です。様々
な年代や職業の人たちへのニーズ
に応える科目を多数用意していま
す。この機会に放送大学で学んで
みませんか？
【お問い合わせ】
放送大学沖縄学習センター
ＴＥＬ　８９５－５９５２
ＦＡＸ　８９５－５９５３
ホームページ
http://www.u-air.ac.jp
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中部農林高等学校
定時制課程特別募集生
と編入学生の募集

コザ高等学校定時制
特別募集

泊高等学校　
通信制課程生徒募集

放送大学４月入学生募集

村 県 民 税 税 の 納 期 で す村 県 民 税 税 の 納 期 で す ! !! !
１月３１日は、村県民税第４期分の納期となっております。
なお、まだ納めていない場合は、合わせて納めて頂きますよ
うお願い致します。
【お問い合わせ】
中城村税務課　電話　８９５ー２１３１（241・242）

20072007おきなわマラソン交通規制のお知らせおきなわマラソン交通規制のお知らせ

１　おきなわマラソンの会場となる沖縄県総合運動公園、コース沿道に
お出かけの際は、バスやタクシーをご利用下さい。

２　自家用車でお出かけの際は、近くの警察官及び係員の指示に従って
ください。駐車禁止区域やコース及び沿道の反対車線への駐車は、
ご遠慮下さい。緊急時の救急車の走路や出入り、ランナー走路、安
全などの妨害になります。（レッカー移動もあります）

３　大会会場及びコース周辺に持ち込んだゴミは、各自で責任を持って
家に持ち帰るようにしてください。地球を大切にしましょう。
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◎行政職
（上級）昭和52年4月2日以降出生
した者で、学校教育法に基づく大
学(短期大学を除く)を卒業若しく
は平成19年3月31日までに卒業見
込みの者、又はこれと同等以上の
学力があると認められる者。
（中級）昭和54年4月2日以降出生
した者で、最終学歴が学校教育法
に基づく短期大学、高等専門学校
を卒業若しくは平成19年3月31日
までに卒業見込みの者、又はこれ
と同等の資格があると認められる
者。
（初級）昭和56年4月2日以降出生
した者で、最終学歴が学校教育法
に基づく高等学校を卒業した者若
しくは平成19年3月31日までに卒
業見込みの者。
◎保健師
昭和41年4月2日以降出生した者
で、保健師免許を有する者若しく
は平成19年3月31日までに取得見
込みの者。
◎採用予定人数　若干名
◎試験日　2月11日
◎申込期間　1月9日～19日
【お問い合せ】
沖縄県介護保険広域連合
９２１－７８００　

日時：１月１２日　２時～３時
場所：(幼稚部)

沖縄盲学校小学部棟１階
(高等部)
沖縄盲学校小学部棟２階

【お問い合せ】
沖縄県立沖縄盲学校
電話　８８９－５３７５

中城北中城消防本部では、救命講
習の受講者を募集しています。
日時：毎月第２日曜日

午後２時～５時
場所：中城北中城消防本部
【お問い合せ】
中城北中城消防本部
電話　９３５－４７４７

沖縄県介護保険広域連合
職員採用候補者試験

沖縄県では、平成18年10月15日から平成19
年1月15日までの３ヶ月間を「自動車税滞納
整理強化月間」と定め、自動車税の滞納の一
掃に努めています。催告をしても納めない方
には、財産の差し押さえを行っています。
まだ納めていない方は、今すぐお近くの銀

行、農協等で納めてください。
【お問い合わせ】
自動車税事務所・各県税事務所まで

今月は自動車税滞納整理強化月間です!

日程：1月29日～2月2日　
10時～16時

対象：県内在住で35歳位までの　
求職中の方

内容：Windowsの基礎操作、
インターネット、電子メール等
定員：２０名
締切：１／２２　16時必着

日程：２／６～３／６
平日のみ　9時～16時

対象：県内在住で35歳位までの
求職中の方
（IT系コールセンターへ就
職を希望しPCの基本操
作ができる方）

内容：電話対応の基本、テクニ
カル研修、PC実践研修等
定員：20名
締切：１／30 16時必着

日程：１／１７～１／３１　平
日のみ　10時～16時
対象：県内在住で45歳位までの
求職者

(コールセンターに就職
する意思のある方)
内容：コールセンター概論等
定員：１４名
締切：１／１０　16時必着

【お問い合せ】
(財)雇用開発推進機構
電話　８５９－７３６６
FAX ８５９－６２２０
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
http://www.empact.or.jp
※申込み用紙をダウンロード
できます

PC実践講座in宜野湾市

テクニカルサポート
入門講座in宜野湾市

コールセンター入門
講座in沖縄市

救命講習受講者募集

沖縄盲学校入試説明会
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行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

水
先 負

月
大 安

２
11月14日

３
11月15日

４
11月16日

５
11月17日

６
11月18日

７
11月19日

８
11月20日

９
11月21日

１０
1月22日

１１
11月23日

１２
11月24日

１４
11月26日

１５
11月27日

１６
11月28日

１８
11月30日

１９
12月1日

２０
12月2日

１
12月14日

１０
12月23日

１１
12月24日

１２
12月25日

１３
12月26日

１４
12月27日

１５
12月28日

１６
12月29日

１７
12月30日

１８
1月1日

２０
1月3日

２
12月15日

３
12月16日

４
12月17日

５
12月18日

６
12月19日

７
12月20日

８
12月21日

９
12月22日

木
先 勝

金
友 引

土
先 負

日
仏 滅

月
大 安

火
赤 口

水
先 勝

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

日
大 安

月
赤 口

水
友 引

火
先 勝

木
先 負

金
仏 滅

土
大 安

日
先 勝

月
友 引

火
先 負

水
先 勝

火
赤 口

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

日
大 安

月
赤 口

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

金
仏 滅

土
大 安

月
先 勝

火
友 引

木
仏 滅

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

２１
12月3日

２１
1月4日

水
仏 滅

１３
11月25日

１７
11月29日

日
赤 口

１９
1月2日

月
先 負

２２
12月4日

２３
12月5日

２４
12月6日

２５
12月7日

２６
12月8日

２７
12月9日

２８
12月10日

２９
12月11日

３０
12月12日

３１
12月13日

２２
1月5日

２３
1月6日

２４
1月7日

２５
1月8日

２６
1月9日

２７
1月10日

２８
1月11日

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

火
大 安

水
赤 口

１
１

11月13日

歯科検診（吉の浦会館）

１歳６ヶ月児健診（吉の浦会館）

南上原ふれあい事業

奥間ふれあい事業

北上原ふれあい事業

ＢＣＧ予防接種（吉の浦会館）

元旦

２
南上原ふれあい事業

成人の日

離乳食実習　（吉の浦会館）

奥間ふれあい事業

中城村成人式

建国記念日

仕事始め

伊舎堂ふれあい事業

伊舎堂ふれあい事業

浜・当間ふれあい事業

浜・当間ふれあい事業

新春ゲートボール大会

新春トリムマラソン大会

乳児一般健診（吉の浦会館）

３歳児健診（吉の浦会館）

ＤＴ予防接種（小学６年生）

旧正月

北上原ふれあい事業

日
時：

１
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時

場
所：

吉
の
浦
会
館

受
付：

午
後
１
時
半

中
城
村
成
人
式

中
城
村
役
場
生
涯
学
習
課

電
話
８
９
５
―

３
７
０
７

老人文化作品展示会(老人センター)

老老
人人
文文
化化
作作
品品
展展
示示
会会

日
時：

２
月
４
日(

日)

午
前
10
時
〜

場
所：

老
人
セ
ン
タ
ー

※
作
品
展
以
外
に
も
自
作
衣
装

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
囲

碁
コ
ー
ナ
ー
、
ゆ
し
豆
腐
、
ふ

か
し
芋
の
サ
ー
ビ
ス
、
農
作
物

販
売
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

中 城 村 の 人 口

平成18年11月末現在

人　口

男

女
世帯数

16,318

8,306
8,012

5,791

(＋28)
(－1)

(＋29)
(＋13)

※ (    )内は前月との比較
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村
・
県
民
税(

2
月

日
か
ら)

と

所

得

税(

2
月
　
日
か
ら)

の
申
告
は

3
月
　
日
ま
で
で
す
。

平
成
十
九
年
度
の
村
・
県
民
税
と
平
成
十

八
年
分
の
所
得
税
の
申
告
が
右
記
に
よ
り
始

ま
り
ま
す
。

期
限
間
近
と
な
り
ま
す
と
、
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
ご
自
分
で

書
い
て
、
お
早
め
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、
中
城
村
内

に
住
ん
で
い
る
人
で
、
平
成
十
八
年
中
に
次

の
よ
う
な
所
得
が
あ
っ
た
方
。

①
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
で
所
得

が
あ
っ
た
方
。

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
な
い
方
。

③
平
成
十
八
年
中
に
退
職
し
、
現
在
就
職

し
て
い
な
い
方
。

④
給
与
所
得
の
ほ
か
に
二
十
万
円
以
内
の

他
の
所
得
が
あ
っ
た
方
。

①
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入
の

あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
な

ど
で
、
平
成
十
八
年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
配
偶
者
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
を
超
え
る
方
。

②
給
与
所
得
者
で
年
収
が
２
千
万
円
を
超

え
る
方
。

③
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
の
　
　

合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方
。

④
二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い

る
方
。

新
垣

２
月
25
日
（
日
）

２
月
21
日
（
水
）
泊
・
県
営
団
地

第
二
団
地

２
月
20
日
（
火
）

２
月
18
日
（
日
）

２
月
16
日
（
金
）

２
月
15
日
（
木
）

(午前)

９時
～

12時

(午後)

１時
～

４時

南
浜
・
北
浜

奥
間
・
安
里

当
間
・
屋
宜

津
覇
・
浜

伊
集
・
和
宇
慶

添
石
・
伊
舎
堂

久
場

未
申
告
者

２
月
22
日
（
木
）
登
又

サ
ン
ヒ
ル
ズ

○
村
・
県
民
税
申
告
受
付
日
程

○
申
告
受
付
場
所
　
吉
の
浦
会
館

２
月
23
日
（
金
）
北
上
原

南
上
原

未
申
告
者

月日

時間

【
村
・
県
民
税
の

申
告
を
す
る
方
】
【

所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
方
】

【
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

中
城
村
役
場
税
務
課
　
８
９
５-

２
１
３
１

沖
縄
税
務
署
　
　
　
　
９
３
８-

０
０
３
１

平成18年分所得税等の確定申告会場を

「「沖縄商工会議所会館沖縄商工会議所会館」」（沖縄市中央4-15-20)  に開設しました。

【お問い合せ】
沖縄税務署
TEL 938-0031

・開 設 期 間：平成19年2月1日～4月2日
・確定申告期間：所得税　2月16日～3月15日

贈与税　2月1日～3月15日
消費税　4月2日

※申告はご自分で書いてお早めに！
※納税は期限内に、金融機関で口座振替　
ができます
※e-tax(電子申告・納税)を利用すると
便利です

沖縄税務署から
のお知らせ

15

15

16
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高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、
全
国
的
に
高
齢
者
の

絡
む
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
で
も
高
齢
者
の
事

故
発
生
率
が
人
口
の
約
３
割
に
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

宜
野
湾
署
で
は
、
中
城
村
の
高
齢
者
を
対
象
に
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
「
交
通
安
全
大
学
」
を
開
校
し
ま
し

た
。９

月
21
日
か
ら
６
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
学
で

は
、
実
際
に
中
城
村
内
で
お
き
た
事
故
現
場(

津
覇
、
国
道
３

２
９
号
沿
い)

の
検
証
や
自
動
車
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

使
っ
て
の
運
転
診
断
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
を
実
体
験
す

る
な
ど
、
参
加
、
体
験
、
実
践
型
の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

受
講
し
た
伊
佐
タ
ケ
さ
ん
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
体

験
で
は
、
時
速
10
㌔
の
場
合
を
想
定
し
て
い
る
が
か
な
り
の

衝
撃
が
あ
っ
た
。
実
際
は
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
が
で
る
の
で
、

改
め
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

願寿者交流会で楽しいひととき
村内在宅の一人暮らしお年寄りを激励する願

寿者交流会(主催：村社会福祉協議会)が11月28
日、吉の浦会館で行われました。
約50名のお年寄りが交流会に参加し、民生委

員が準備した昼食を食べながら、舞踊や大正琴
など余興を楽しみました。
また、村立第２保育所の園児が、かわいい演

舞を披露したほか、お年寄り一人一人に手作り
の首飾りと肩もみをプレゼントしました。
内間ヨシ子さん(和宇慶)は「子どもたちから元

気をもらい、これからも健康で長生きしたい。
来年もまた参加します」と首飾りと肩もみのプ
レゼントに大喜びでした。
交流会の最後は全員でカチャーシーを踊り盛

りあがりました。

11月28日

11月16日

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

〜
高
齢
者
交
通
安
全
大
学
を
開
校
〜

▲村立第2保育所園児の組体操＝吉の浦会館

むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

▲シートベルトコンビンサーでシートベルトの効果
を確認＝吉の浦会館前駐車場
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11月26日

和宇慶護佐丸太鼓の結成１０周年記念式典が12月2
日、津覇小学校体育館で開催され、約４００名の観客
が詰めかけました。
和宇慶護佐丸太鼓は代表者の新垣ひろ美さんが中心

となり、平成８年に８名で結成。エイサーブームもあ
り徐々に人数が増え、現在は１２４名と多人数の団体
に成長。３歳から中高生、子どもたちの親世代が活動
をしています。
今回１０周年を迎え、これまでの歩みをまとめた映

像や、ミルクムナリ、年中、唐船ドーイなど２４項目
の演舞を披露しました。
代表者の新垣ひろ美さんは「１０年間でメンバーが

ここまで増えるとは思わなかった。今は父母会等がサ
ポートしてくれるので心強い。今後も全員で参加でき
るイベントに出演していきたい」と話しました。

12月2日 和宇慶護佐丸太鼓10周年記念式典

空
手
が

村
体
協
の
種
目
に

11月22日

村
内
の
壮
年
、
高
校
生
、
中
学
生
に
よ
る
第

１
回
中
城
村
空
手
演
武
大
会
が
11
月
26
日
、
中

城
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
村
体
協
の
一
つ
と
し
て
、
今
回

初
め
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
新
垣
村
長
は
「
歴

史
の
１
ペ
ー
ジ
を
飾
る
大
会
。
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

村
内
の
空
手
道
場
（
比
嘉
空
手
道
場
、
平
良

空
手
道
場
）
に
通
う
一
般
、
高
校
生
の
空
手
演

武
及
び
中
城
中
学
校
空
手
部
の
全
国
大
会
５
年

連
続
出
場
の
素
晴
ら
し
い
技
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。演

武
大
会
が
終
了
し
た
後
、
中
城
中
学
校
空

手
部
の
５
年
連
続
全
国
大
会
出
場
を
祝
う
祝
賀

会
も
開
か
れ
大
勢
の
関
係
者
が
詰
め
か
け
ま
し

た
。

研修の成果を披露。南米研修生修了式
８月30日から約３ヶ月間の研修を終えた３名の研修

生、稲嶺マサミさん(ブラジル、受入先=添石)、安里アグ
スティンさん(アルゼンチン、受入先=津覇)、新垣ナオミ
さん(ペルー、受入先=うるま市)の研修修了式が11月22日、
吉の浦会館で行われました。
３名は、９月初旬から約１ヶ月、日本語研修を行い、

その後それぞれ希望する企業研修を行いました。その他
文化研修で学んだ三線、琉球舞踊、空手を披露し見事な
演奏、演舞に会場からは大きな拍手が贈られました。
稲嶺マサミさんは「この研修でいろいろな出合いがあ

った」、安里アグスティンさんは「自分のルーツを確認
できた」、新垣ナオミさんは「沖縄での経験をペルーで
活かしたい」と研修での思いを話しました。

▲左から稲嶺マサミ（ブラジル）、安里アグスティン　
（アルゼンチン）、新垣ナオミ（ペルー）



笑
築
過
激
団
が
公
演

11
月
４
日
に
行
わ
れ
た
中
頭
地
区
駅
伝
大
会

で
中
城
中
学
校
は
女
子
が
優
勝
、
男
子
２
位

と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
女

子
は
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
読
谷
中
を
抜
い
て
逆

転
優
勝
と
劇
的
な
走
り
を
展
開
し
ま
し
た
。

続
く
11
月
16
日
の
県
大
会
で
は
惜
し
く
も
男

子
16
位
、
女
子
９
位
で
し
た
。

ま
た
、
10
月
28
日
、
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た

第
37
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技

大
会
で
金
城
千
鶴
さ
ん(

３
年
生)

が
、
女
子

通
砲
丸
投
げ
で
34
ｍ
28
と
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

【
区
間
賞
】
中
頭
大
会
１
位
＝
比
嘉
万
美
子
、

東
盛
彩
香
　
２
位
＝
大
城
優
衣
、
知
名
鮎
美

３
位
＝
大
城
栄
太

県
大
会
　
２
位
＝
新
垣
光
陽
、
比
嘉
万
美
子

か
た
い
こ
と
ぬ
き
に
し
て
中
城
で

楽
し
も
う
会
が
主
催
す
る
シ
ャ
ル

ウ
イ
ダ
ン
ス
ｉ
ｎ
吉
の
浦
が
、
12

月
２
日
吉
の
浦
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
は
、
様
々
な
色
の
照
明
で
ダ

ン
ス
会
場
に
様
変
わ
り
。

村
内
外
か
ら
３
百
名
余
り
が
詰
め

か
け
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
は
10
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
阿
部

敏
郎
さ
ん
、
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
バ

ン
ド
の
「
し
ゅ
ん
て
ん
」、
そ
の
他

中
城
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
生
演
奏
で
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

中
城
中
学
校
陸
上
部
が
活
躍

吉
の
浦
が
ダ
ン
ス
会
場
に

笑いでストレス解消！

12
月
３
日
、
添
石
公
民

館
で
敬
老
会
及
び
学
事

奨
励
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

児
童
生
徒
に
よ
る
エ
イ

サ
ー
や
合
唱
の
他
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の

表
彰
式
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
の
後
、
第
２
部
で

は
笑
築
過
激
団
座
長
の

玉
城
満
さ
ん
の
公
演
や

と
う
る
る
ん
て
ん
に
よ

る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場

か
ら
は
笑
い
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

津覇小で国際交流

11
月
29
日
、
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会(

主

催：

中
部
福
祉
保
健
所
、
共
催：

中
城

村)

が
開
催
さ
れ
、
百
名
を
越
え
る
多
勢

が
会
場
と
な
っ
た
吉
の
浦
会
館
に
詰
め

か
け
ま
し
た
。

講
師
は
久
高
学
先
生(

那
覇
市
立
病
院)

。

「
笑
い
は
自
立
神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス
を

効
果
的
に
調
節
し
て
お
り
、
生
活
の
中

に
笑
い
を
取
り
入
れ
て
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
21
日
、
南
米
研
修
生
３
名(

稲

嶺
マ
サ
ミ
、
安
里
ア
グ
ス
テ
ィ
ン
、

新
垣
ナ
オ
ミ)

が
津
覇
小
学
校
２
年

生
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

３
名
は
２
年
１
組(

担
任：

狩
俣
米

子
先
生)

を
訪
れ
、
実
際
に
授
業
に

参
加
し
ま
し
た
。
授
業
で
は
児
童

が
調
べ
学
習
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ペ
ル
ー
に
つ
い
て

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
生
へ
国
の
特
産
物
や

気
候
に
つ
い
て
な
ど
質
問
が
あ
り
、

お
互
い
の
国
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

授
業
の
後
、
３
名
は
、
南
米
で
は

珍
し
い
学
校
給
食
も
体
験
し
、
文

化
の
違
い
を
感
じ
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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